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目白

ゲ
ィ
ク
ゼ

Y
の
所
謂
「
自
然
利
子
L
2
2
2
Zュ
…
円
宮
内
呂
町
一
N
一
日
)
の
何
↑
い
る
か
に
つ
い
て
先
づ
簡
単
じ
説
明
し

白
抽
出
利
子
は
そ
の
動
揺
の
基
準
と
な
る
も
の
ぜ
あ
る
。

「
鈍
行
利
子
.
乃
査
は
一
般
的
に
公
っ
て
貨
幣
利
子
(
の
払

rrM同
)
は
結
局
自
然
利
チ
の
一
両
お
に
輔
ら
れ
る
己

mし
て

ょ，ヲ。

貸
付
利
子
が
相
封
的
に
高
低
あ
る
に
潤
し
て
、

貨
般
市
経
済
に
於
け
る
一
般
的
物
侵
水
準
の
上
叉
は
下
へ
の
一
方
的
援
動
は
、
恰
も
此
の
自
然
利
子
か
ら
の
貨
解
利

子
の
事
離
に
そ
の
原
因
を
時
せ
ら
れ
る
。

「
貸
付
利
子
は
夫
自
身
高
低
が
あ
る
誇
で
は
な
い
。
た
ピ
貨
幣
を
以
て

儲
け
得
る
物
、
若
〈
ば
儲
け
得
よ
う
と
す
る
物
と
比
較
し
て
始
め
て
高
低
が
生
4
9
4
0
0

従
っ
て
貸
付
利
子
が
純
劃

的
意
味
に
於
て
低
か
っ
た
ち
.
高
か
っ
た
り
す
る
肢
態
を
以
て
、
原
料
・
柑
労
働
・
土
地
給
付
共
他
の
生
産
手
段
に
封

す
る
需
要
を
左
右
し
、
共
結
果
間
接
に
財
債
格
の
騰
落
を
決
定
す
る
原
因
と
解
し
て
は
な
ら
ぬ
。
寧
ろ
私
の
所
謂

『
自
然
利
子
』
、
即
ち
企
業
の
利
調
に
略
冷
一
等
し
い
・
も
の
と
の
共
の
時
冷
の
闘
係
を
此
の
原
因
と
看
倣
す
べ
き
で
あ

る。」然
る
に
此
の
自
然
利
子
は
そ
の
高
さ
に
於
い
て
固
定
的
な
量
で
は
な
く
、
可
接
的
な
も
の
で
あ
る
。
「
概
し
て
云

ず
イ
ク
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

九

五
附
九

第
四
時
制

Gelclzins und Guterpreise. Eine Studie iiiber die den T:mschwert des Geldes 
besti皿 endenUrsachen. Jena 1898， S. t.().8. 
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ず
イ
タ
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

五
五

O

第
凶
時
現

九
四

第
三
十
九
巻

へ
ば
ぞ
れ
は
生
産
の
牧
盆
程
度
、
現
存
の
固
定
資
本
及
び
流
動
資
本
の
数
量
、
帥
労
働
者
数
、
地
力
の
供
給
等
、
要

す
名
に
一
切
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
名
、
官
該
岡
氏
程
梼
の
そ
の
時
冷
の
極
祷
般
態
を
構
成
す
る
諸
事
情
に
依
存
す
る
。

而
し
で
此
等
の
事
情
と
共
に
不
断
に
費
動
す
る
こ
」
犬
故
に
、
貨
僻
利
子
、
話
い
て
は
物
僚
水
準
の
費
動
の
基
準
と

、
、
.
、
、
、
、
.
、
.
、
、
、
.
、
、
、
、
.
、
、
、
、
.
、
、
.

し
て
白
熱
利
子
を
考
へ
る
'
と
は
い
ふ
も
の
の
、
ぞ
れ
ほ
「
岡
氏
経
済
的
脱
脂
の
夫
φ

の
時
と
事
情
と
に
膿
じ
て
、

そ
こ
で
は
最
早
一
般
物
使
水
準
が
耕
一
動
す
4
0
傾
向
を
有
し
な
い
棋
な
、

一
世
々
叫
に
れ
ey
正
常
利
子
部

t
呼
ぷ
O
L
L
L

い
ふ
意
味
い
し
於
て
で
め
プ
心

J

貨
幣
利
子
の
平
均
歩
合
の
商
さ
が
あ
る
。

か
く
の
如
〈
に
し
て
、
グ
ィ
ク
ゼ

Y
の
所
論
は
自
然
利
子
が
何
ん
ら
か
の
仕
方
に
於
て
一
義
的
に
決
定
せ
ら
れ

て
ゐ
る
こ
と
を
要
求
す
る
筈
で
あ
る
。
自
然
利
子
は
常
敷
で
は
な
く
、
未
知
の
襲
載
で
あ
り
、
闘
民
経
済
の
種
冷

の
典
件
を
濁
立
趨
教
と
す
る
画
数
で
あ
る
。
自
然
利
子
卒
と
貨
幣
利
子
率
と
の
一
帯
離
か
ら
物
債
の
麓
動
を
説
明
し

に
以
上
、
説
明
を
首
尾
一
貫
さ
せ
る
矯
に
は
、
此
の
自
然
利
子
率
の
形
成
機
構
の
読
明
が
必
妥
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ゼ

Y
は
「
慣
値
、
資
本
及
び
地
代
日
つ
い
て
」
な
る
著
書
の
序
文
の
中
に
、
自
己
の
自
然
利
子
論
を
大
略

次
の
如
〈
要
約
し
て
ゐ
る
。

「
近
代
的
な
資
本
理
論
の
初
ま
り
は
ジ
エ
ず
オ
ン
λ

に
於
て
慨
に
見
出
し
得
る
が
、
完
全
に
焚
展
さ
せ
た
の
は
ベ

I
ム
・
バ
ず
エ
ル
グ
の
名
著
?
?
'

E
Z
Z
叶
Z
2
H
O
L
m
ω

同省一

E
て
唱
で
あ
る
。

ベ
I
'由
の
利
子
説
明
の
根
本
の
公
式
は
、
利
子
は
現
在
財
と
将
来
財
と
の
交
換
に
於
て
成
立
す
る
打
歩
で
あ
る
、
と
い
ふ
の
で
め
る
が
私
は
こ
れ

に
は
賛
成
で
あ
る
。
然
し
従
来
の
説
明
に
比
し
て
、
著
者
が
要
求
し
て
ゐ
る
程
決
定
的
な
意
義
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
忍
凡
に
依
れ
ば
止
の

公
誌
が
有
用
な
の
は
本
来
の
利
子
論
に
於
て
よ

b
も
・
資
本
形
成
の
理
論
に
於
て
で
め
る
が
、
資
本
利
子
成
立
の
問
題
と
利
子
附
資
本
成
立
の
珂
抱

Geldzins， SS. 97-98. 
Geldzins， s. 11 I. 
Uber Wert. Kapital' und Rente 同 ch den neu(;:n~n nationalokOJ】omischen
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と
は
勿
論
密
接
不
可
艇
の
も
の
で
め
る
に
せ
よ
、
怜
度
交
換
論
主
生
産
論
と
を
切
離
し
て
論
争
畠
知
く
、
全
然
別
箇
に
取
扱
ふ
べ
き
問
題
で
あ
る
。

若
し
こ
の
匝
別
を
行
へ
ば
、
換
言
す
れ
ば
、
最
も
簡
単
な
、
根
本
的
な
仮
定
と
し
て
、
資
本
及
び
爾
余
の
国
民
経
済
の
諸
要
素
が
略
一
定
し
て
ゐ
る

と
肴
倣
Z
れ
る
、
静
態
的
同
氏
経
涛
を
想
定
す
れ
ば
、
ベ

1
ム
が
従
来
の
諸
島
十
説
に
費
し
て
鴛
し
た
抗
議
の
或
る
者
は
そ
の
意
義
を
失
ひ
、
且
つ
生

産
力
説
及
び

z
z
t
E
q
F
g号
は
、
貸
際
の
利
子
現
象
を
説
明
す
る
上
に
於
て
、
ベ

I
ム
の
利
子
論
と
同
様
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。

ベ
1
ム
は
そ
の
著
書
の
最
後
の
章
で
市
場
流
通
に
於
げ
昌
利
子
の
高
き
の
決
定
の
問
題
を
取
扱
っ
て
ゐ
与
が
、
そ
の
場
合
彼
が
徹
頭
徹
尾
古
い
テ

品
1
ネ

y
の
生
産
力
説
の
途
を
辿
っ
て
進
ん
で
ゐ
昌
こ
と
は
、
法
目
に
値
す
る
。
そ
こ
で
は
現
在
財
と
将
来
財
と
の
交
換
は
必
し
・
6
問
題
に
さ
れ
宇

寧
ろ
精
摘
に
云
っ
て
、
現
在
財
と
将
来
財
と
の
交
換
と
い
ふ
概
動
か
ら
利
子
現
品
購
入
信
説
明
し
よ
う
と
す
品
試
み
は
、
事
態
を
非
常
に
被
雑
な
ら
し
め

る
だ
げ
で
あ
っ
て
、
失
敗
に
終
っ
て
ゐ
る
乙
と
は
明
か
で
め
る
。

ベ
ー
ム
は
、
ジ

Z
V
オ
Y

ス
に
従
っ
て
生
涯
に
於
げ
る
資
本
の
岡
県
の
役
割
を
事
ら
、
よ
り
長
い
、
然
し
収
金
の
よ
h
多
い
迂
回
生
産
の
採
用
ゃ
可

能
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
、
生
活
手
段
の
前
貨
と
し
ご
考
へ
て
ゐ
る
が
、
思
は
彼
の
著
書
の
最
大
の
功
績
は
か
く
の
如
〈
に
し
て
、
チ
品

l
ネ

y
及

び
ジ
Z

山
ソ
オ
ン
丸
の
考
へ
を
按
属
き
ぜ
れ
に
こ
と
に
あ
る
と
忠
h
o
此
の
結
果
生
産
期
間
の
院
比
一
3

(

白山白川、回目刊
O
L
3
H
4
0
仏一丸山
C
巴

4
2
2
f
は
初
め

t
、
部
ら
く
町
臨
め
て
布
教
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
'
と
こ
ろ
の
猫
立
的
概
念
と
し
て
斯
墜
に
と
b
入
れ
ら
れ
た
。
た
だ
皮
相
極
ま
る
観
察
の
み
が
、
諸

種
の
産
業
が
放
列
し
絡
み
合
っ
て
ゐ
る
場
合
殆
ん

E
何
時
で
も
完
成
せ
る
商
品
が
市
場
に
持
向
さ
れ
る
の
を
見
て
、
制
労
働
者
ば
資
本
に
よ
っ
て
養
は

る
る
に
め
ら
字
、
生
産
の
牧
盆
自
憾
で
養
は
れ
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
会
t
不
営
な
、
然
し
極
め
て
ゐ
b
ふ
れ
た
結
論
を
引
き
出
し
得
る
の
で
ゐ
る
。

4

1
ム
は
原
則
と
し
て
数
皐
的
記
就
の
使
用
を
漣
げ
、
仮
定
的
数
列
を
表
式
に
な
ら
べ
る
こ
と
を
以

τ聞
に
舎
は
せ
よ
う
と
し
で
ゐ
る
が
、
然
し

彼
の
問
題
の
取
扱
ひ
方
は

l
1時
に
彼
の
著
書

ω一
叙
よ
の
最
後
の
章
に
於
で

l
l毅
率
的
で
あ
る
。
彼
の
此
の
方
法
は
、
数
撃
の
環
備
知
識
の
な
い

護
者
に
は
利
金
が
あ
ら
う
が
、
然
し
多
く
の
艶
で
貰
に
気
の
毒
な
、
寅
際
著
者
南
身
を
さ
へ
誤
ら
せ
る
加
き
結
論
に
誤
b
導
い
て
ゐ
る
。
忍
は
彼
の

表
式
を
代
数
的
表
現
及
び
幾
何
撃
的
伶
圃
を
以
て
置
き
換
へ
た
が
、
そ
の
鴛
に
金
理
論
が
著
る
し
く
簡
単
明
瞭
に
な
っ
た
様
に
思
は
れ
昌
し
、
又
資

木
家
の
代
h
ノ
に
労
働
者
自
身
を
企
業
者
と
考
へ
で
も
毅
式
的
表
現
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
明
に
し
た
結
果
、
命
題
の
内
容
が
損
大
さ
れ
た
。
尤

も
完
全
な
自
由
競
争
の
代

h
に
何
か
他
の
前
提
戸
例
へ
ば
資
本
家
又
は
努
働
者
の
経
務
的
画
結
)
が
根
誌
に
置
か
れ
れ
ば
、
直
も
い
い
此
の
妥
嘗
性
は
な

く
な
る
。
同
時
に
在
は
、
ベ

l

ム
が
無
観
し
た
土
地
給
付
'
管
理
論
の
中
に
と

h
入
れ
て
、
該
方
程
式
の
一
般
化
を
行
っ
た
。

微
分
法
の
考
へ
方
及
び
表
現
方
法
が
此
の
場
合
会
〈
遁
嘗
で
あ
b
・
貰
際
殆
ん

E
不
可
依
で
あ
る
こ
と
は
、
此
の
問
題
の
ウ
イ
I
ザ
1
に
於
げ
る

取
扱
ひ
を
比
較
に
出
し
た
場
合
、
最
も
よ
〈
解
る
。
ゥ
イ
I
Jザ
ー
は
生
産
費
と
収
金
と
を
等
置
し
た
方
程
式
を
幾
組
か
樹
て
、
そ
の
根
の
値
主
し
て

ず
イ
ク
ぜ
ル
の
自
然
刺
子
論

第
三
十
九
巻

五
五

第
四
務

九
五



V
イ
ク
ゼ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

九
六

五
五

第
四
時
孤

生
産
手
段
の
債
値
、
諸
種
の
生
産
要
素
の
生
産
的
貢
献
を
測
ら
う
と
し
た
が
、
こ
の
方
法
で
は
自
由
競
争
の
下
で
は
同
一
生
産
手
段
の
政
盆
分
間
分

は
金
生
産
部
門
金
通
じ
て
略
K

相
等
し
い
こ
と
し
か
解
ら
な
い
。
分
間
の
機
構
を
知
る
魚
め
ぷ
は
、
寧
ろ
問
庖
の
毅
量
の
税
察
か
ら
そ
の
一
費
動
の
考

察
に
移
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
微
分
法
の
考
へ
方
を
使
用
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

今
生
産
の
鳩
収
盆
を
投
下
3
れ
た
諸
種
の
生
産
要
素
の
連
練
咽
扱
と
考
へ
品
。
個
別
純
時
間
に
於
げ
る
部
一
動
は
非
運
搬
的
に
し
か
行
は
れ
ぬ
が
、
か

か
る
経
抑
の
大
集
園
ヤ
考
へ
品
場
合
に
は
、
大
艶
法
則
の
作
用
に
よ
っ
て
結
末
の
運
動
は
会
〈
連
繍
的
縄
過
合
訴
す
か
ら
、
此
の
こ
と
は
近
似
的
に

正
し
い
筈
で
め
る
。
所
寸
経
済
性

ω要
求
に
従
へ
ば
明
か
に
、
各
生
産
要
素
は
怜
度
、
そ
の
一
微
分
戴
量
失
へ
ば
、
そ
れ
に
文
掃
は
れ
で
ゐ
た
牝
盆

分
随
分
を
な
す
に
等
し
い
だ
げ
坐
産
の
結
果
が
失
は
れ
る
貼
ま
F
使
用
品
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
傑
件
が
満
苫
れ
な
い
問
は
、
企
業
者
に
k
つ
で
は

営
該
生
産
要
素
の
数
憶
を
増
加
叉
は
減
分
す
品
こ

tMY
可
牧
金

'r冊
唱
す
所
以
で
あ
る
。

数
撃
的
に
表
現
す
れ
ば
か
う
で
あ
る
。
生
産
諸
要
素
の
牧
盆
分
限
分
は
、
萄
立
境
教
と
し
て
の
設
要
素
に
関
し
て
の
生
産
の
格
段
盆
凪
致
の
偏
微

分
に
比
例
的
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
事
賃
若
し
同
時
に
資
本
の
生
産
要
素
と
し
て
の
資
本
の
特
殊
の
地
位
が
遁
営
に
考
慮
さ
れ
き
へ
す
れ
ば
、
此
の

簡
単
な
公
式
の
中
に
問
題
の
民
の
解
決
が
あ
る
。
」

以
上
に
よ
っ
て
ず
ィ
ク
ゼ

Y
が
如
何
な
る
立
場
に
於
て
自
然
利
子
論
伝
説
か
ん
'
と
す
る
か
が
先
づ
明
か
に
さ
れ

ペ
1
ム
は
彼
の
「
極
め
て
一
般
的
に
し
て
抽
象
的
な
演
揮
が
一
躍
現
貫
に
は
ど
う
行
は
れ
て
ゐ

z
h」

-
-
o
n
u
r
p

、

ふ

l

白
包

+
E

の
説
明
町
と
し
て
「
市
場
取
引
に
於
け
る
利
子
歩
合
」
の
理
論
を
樹
て
た
が
、
此
部
分
が
ず
イ
ク
ゼ

Y
の
利
子
論
の
核

心
を
な
し
て
ゐ
る
。
然
し
そ
れ
と
共
に
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
「
レ
オ
シ
・
ワ
U
F
-

フ
ス
に
依
っ
て
初
め
て
最
も

凡
で
の
要
素
の
同
時
的
な
考
慮
'
一
と
い
ふ
こ
左
が
経
済
皐
の
唯
一
の
皐
問
的
方
法
と
し

明
瞭
に
示
さ
れ
た
所
の
、

て
採
用
さ
れ
て
ゐ
名
結
で
あ
る
。

本
稿
は
ず
イ
ク
ゼ

Y
の
自
然
利
子
論
の
大
要
を
紹
介
し
併
せ
て
若
干
の
私
見
を
披
揮
す
る
こ
と
を
以
で
そ
の
目

的
と
す
る
が
、
順
序
と
し
て
光
づ
ペ

l
ム
の
迂
回
生
産
論
を
略
述
し
、
次
に
こ
れ
に
劃
す
る
ザ
イ
ク
ゼ

Y
の
修
正

El1gen von Bohm-B&wer:"， Po副 tiveTheorie des Kap.itCLles， 4.te Aufl.， 1921'.， S. 

385-
Wicksell， Geldzins und Guterpr口S(!，S. 122. 
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を
説
明
し
、
更
に
ず
イ
ク
ゼ

y
，かベ

l
ム
の
利
子
論
の
一
般
化
と
し
て
提
供
し
た
方
程
式
組
織
を
紹
介
し
、
最
後

に
私
見
を
陳
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ーー

綾
上
の
如
く
自
然
利
子
は
闘
民
経
持
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
要
素
か
ら
影
響
金
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
時
に
趨
掛

的
敢
量
の
問

ω画
数
的
相
互
依
存
閥
係
炉
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
今
の
場
合
に
於
て
は
、
岡
民
粧
梼
の
静
態
的
肢
態

が
前
提
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
ず
ィ
ク
ゼ
戸
自
身
、
べ

l
ム
に
劃
す
る
批
評
と
し
て
銑
ベ
て
ゐ
る
如
〈
、
利
子
は

耽
症
か
ら
、
州
知
賃
・
地
代
な
ど
の
如
き
生
産
手
段
会
文
捕
っ
た
残
り
で
あ
り
、
仙
の
所
得
範
曜
を
皮
外
脱
し
て
利
子

rげ
に
つ
い
じ
そ
の
形
成
機
構
が
品
川
ゃ
あ

ιと
は
無
常
味
で
め
品
。
利
子
も
出
他
の
生
産
手
段
mw
倒
格
k
岡
掛
に

市
場
の
服
部
に
依
存
し
、
且
同
時
的
に
決
定
さ
れ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
経
湾
外
的
事
情
に
襲
化
な
し
と
看
倣

し
て
、
需
要
供
給
闘
係
よ
り
し
て
債
格
が
競
手
の
結
呆
落
着
く
先
を
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ふ
。

4
4
r
r措
置
に
依
れ
ば
、

4
亦
回
答
日
ド
射
し
て
同
様
の
批
評
を
下
し
て
ゐ
る
。
(
巴
宮
町
巧
E
Y

由
工
ω・)
m
n
F
Z
E
同
豆
日
が
此

の
酌
に
色
。
問

m
E
E
E
T
Z国

N
E
F
g
E
円
資
本
の
物
理
的
生
産
カ
か
ら
利
子
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
立
場
)
に
謝
し
て
一
面
の
真
理
め

品
こ
と
を
背
定
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
「
現
存
の
財
債
格
、
企
業
欲
、
園
民
経
務
の
凡
そ
め
hJ
と
め
ら
ゆ
る
物
的
・
人
的
事
情
が

利
子
の
深
い
説
明
を
典
へ
る
c

圃
民
経
脇
田
の
他
の
凡
て
の
事
柄
と
同
様
に
、
利
子
・
6
亦
圃
民
経
済
の
紋
態
と
費
動
と
に
依
存
し
て
ゐ
る
o
」

{
印
の

F
E
E
-
M
Z
F
吋
円
凶
作
宮
町

ι
q
主
耳
目
宮
出
口
各
自
開
ロ

Z
呂
E
E
O
N
R
O
K
M
g
白
・
昌
弘
・
∞
・

3
E・)

-耳

目

利
子
は
資
本
の
債
格
で
あ
り
、
そ
の
高
さ
は
資
本
に
劃
す
る
需
要
供
給
の
閥
係
に
よ
っ
て
定
ま
る
に
し
て
も
、

然
し
た
だ
こ
れ
だ
け
で
は
利
子
の
形
成
機
構
は
少
し
も
明
か
に
は
な
ら
な
い
G

資
本
と
は
何
か
、
資
本
は
如
何
に

V
イ
タ
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

先」
七

五
五
三

第
四
時
制

uber Wel't， S. 87 
WickseIlの静態に於ては生産要費の緯最、従ってヌ費木の緯量が略々一定し
てゐる k見られてゐる。 (UbeiW~rt，出・ 7)'・j
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r
z
-
F
ぜ
ル
の
白
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

瓦
五
回

第
四
披

九
八.

供
給
さ
れ
、

叉
如
何
に
需
要
さ
れ
る
か
が
明
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
師
連
の
如
〈
グ
ィ
ク
ゼ

Y
は
べ

1

ム
の
迂
間
生
産
論
金
殆
ん
ど
ぞ
の
ま
ま
受
け
縫
い
で
此
の
問
題
営
解
決
し
て
ゐ
る
。

用
ふ
れ
ぱ
、
ヮ

y
-
7
ス
の
知
〈
時
の
要
素
を
全
然
無
視
し
て
同
時
化

(
ω
u
B
n
r
g口一回目
m
E
Z刊
)
の
想
定
に
立
っ
て
議

シ
ュ

ム
ペ
!
タ
!
の
用
語
を

論
eT
進
め
ぶ
の
は
非
現
貫
的
で
あ
っ
て
、

現
貨
に
近
い
昆
方
で
あ
る
と
考
へ
た
。

ベ

1
ム
的
な
「
前
貸
し
輝
持
」
(
〈
C
円
三
三
印
印
c
r
c口
0
5一
向
)

の
構
想
こ
そ
、

仏
仙
の
四
尚
は
概
め
て
簡
単
T
あ
G
o
事

E

叩
凡
な
誌
が
故
に
他
な
ら
な
い
。
ー

l
企
業
者
利
潤
は
拘
街
む
の
っ
て
は

競
争
の
結
果
消
滅
し
て
居
り
、
企
業
者
は
他
の
肘
労
働
者
と
同
様
に
市
場
に
於
て
競
争
の
結
果
定
ま
れ
る
基
準
に
従

っ
て
報
酬
を
受
け
る
。
然
し
乍
ら
に
だ
そ
の
故
を
以
て
、
企
業
者
は
市
場
に
於
て
生
産
的
用
役
を
求
む
る
に
嘗
つ

て
、
現
金
者
く
は
商
品
を
文
抑
ふ
に
非
A
V
J

し
て
、
此
の
用
役
と
同
一
致
量
を
生
産
終
了
後
耽
盆
の
中
か
ら
支
排
ふ

と
い
ふ
契
約
金
な
す
の
み
で
あ
る
、
と
す
る
偲
定
は
あ
ま
ち
に
も
非
現
貴
的
で
あ
る
。
生
産
期
間
中
勢
働
者
地
主

が
生
活
す
る
に
必
要
な
生
活
資
料
(
食
物
・
衣
服
・
住
宅
な
E
V
は
資
本
家
か
ら
前
貸
し
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
若
し
さ
う
で

な
け
れ
ば
、
吾
今
は
『
支
捕
完
了
後
』

(
z
g
m
=
庁

no
ヨ勺
R

Z

)

に
於
て
す
ら
生
産
に
於
け
る
資
本
の
役
割
を
会

然
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
か
な
れ
ば
諸
種
の
資
本
財
、
機
械
、
建
物
等
冷
は
結
局
夫
自
身
勢
働
と
地
力
と

の
生
産
物
で
あ
る
か
ら
。
か
く
て
生
産
は
結
局
全
然
無
資
本
な
る
か
の
如
〈
宥
倣
さ
る
べ
き
こ
と
に
な
ら
う
。
」
果

じ
て
然
ら
ば
、
同
時
化
の
想
定
に
立
っ
て
.
無
資
本
・
無
利
子
の
静
態
を
想
定
す
る
こ
と
も
、
論
理
的
に
誤
っ
て
ゐ

忍
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
問
題
は
前
貸
し
経
済
の
構
想
が
同
時
化
の
仮
定
に
比
し
て
ど
乙
ま
で
現
買
の
軽
梼
現
象

Schumpeter， Theorie der wirtschaftlichen .EntwicklunιS. 49， '4'-'42. 
Uher Wert. S. 70， 142伍 Bohm !， Clark批評にi!i!i.て Synchronisie:rungの考
へが非現貰的なことを漣べてゐる。 (DerGe山 nm';;]ten Schrif【en，2ter Bd.， 
hrg. von F. X. WelSS~ s. 489骨.)但し彼は更に主偉人?此の偲定の故tこ Cb.rk
が陥った誤謬を周到に説いてゐる。(高田博士、「附~[鑓動の理論」、経済事
研究、第二巻、第一披 pp. 21-22、「勢力なくしてJ利子なしといふ理論」同誌、
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を
よ
り
合
理
的
に
説
明
し
得
る
か
、

吾
A
f

は
今
此
の
問
題
に
は
こ
れ
以
上
立
入

に
存
す
る
で
あ
ら
う
。

夫
故
に
、

ら
示
、

直
ち
に
ぺ

I
ム
の
迂
回
生
産
論
を
略
越
し
よ
う
と
思
ふ
。

「
財
獲
得
の
手
段
と
し
て
役
立
つ
生
産
物
の
組
憧
を
ぱ
、

吾
冷
は
一
般
に
資
本
正
呼
ぶ
。
し
こ
れ
が
ベ

I
ム
の
「
一

彼
は
ア
ダ
ム
o

ス
ミ
ス
に
従
っ
て
こ
れ
を
枇
合
同
資
本
(
切

C
N
E
E
-
E
)
若
〈
は
生
産

資
本
百
円

C
E
E〈
E
立

E
)
と
私
的
資
本
百
『

-5長
名
古
}
)
岩
〈
は
管
利
資
本
(
何
コ

5
-
Z
Eち
と
)
と
に
分
っ
た
。

般
的
資
本
栴
念
」
で
あ
る
が
、

「
吾
ム
ペ
か
枇
舎
資
本
と
呼
ぶ
も
の
は
吐
合
経
済
的
財
獲
得
に
役
立
つ
生
産
物
の
穂
酷
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
枇
命
間
程

神
的
財
獲
得
は
生
産
に
依
っ
て
で
な
け
れ
ば
行
は
れ
な
い
か
ら
、
将
来
の
生
産
に
役
立
つ
運
命
に
め
る
所
の
、

産
物
の
組
盟
、
要
す
る
に
中
間
生
産
物
の
総
闘
で
あ
る
。
」
之
に
反
し
て
私
的
資
本
は
、
枇
合
資
本
に
嵐
す
る
財
樹

類
の
他
、
交
換
に
依
る
他
財
の
獲
得
に
役
立
つ
消
費
財
(
侍
家
、
貸
文
庫
、
企
業
者
が
帖
労
働
者
に
前
貸
し
す
る
生
活
資
料
な
E
U
を

も
含
h
u
で
ゐ
る
。

V
イ
ク
ぜ
ル
は
ベ
1

ム
の
此
の
祉
舎
資
本
と
一
私
的
資
本
と
の
区
別
を
無
盆
な
h
と
す
る
。

γ
イ
ク
ぜ
ル
に
よ
れ
ば
、
国
民
経
済
的
観
鈷
と
私
経

済
的
観
動
占
を
国
別
す
る
こ
と
は
固
よ
h
正
し
い
付
れ
E
色
、
今
の
場
合
、
或
る
観
勤
よ
り
見
る
時
に
の
み
財
が
資
本
と
な
る
と
い
ふ
の
は
謬
b

で
あ
る
。
か
く
て
ず
イ
タ
ぜ
ん
に
よ
れ
ば
生
活
資
料
は
、
ぞ
れ
が
勢
働
者
の
手
中
に
存
す
る
場
合
は
勿
論
消
費
財
で
あ
っ
て
生
産
手
段
で
は
な
い

が
、
然
し
資
本
家
の
所
有
に
属
す
る
場
合
に
は
労
働
の
購
入
に
役
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
生
産
手
段
・
資
木
で
あ
る
叫
(
私
見
を
以
て
す
れ
ば
、
資
本

の
「
一
方
に
は
利
子
獲
得
に
射
す
る
他
方
に
は
生
産
に
劃
す
る
二
重
の
関
係
」

(Hf
・-戸
E
T
凹

't)
がベ
1
ム
に
於
げ
る
此
の
匝
別
の
理
由
で

あ
る
か
ら
、
ひ
た
す
ら
資
本
の
生
産
に
於
げ
る
役
割
を
軍
要
協
し
、
北
の
結
交
り
か
ら
刺
子
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
ず
イ
タ
ゼ
ル
に
め
つ
て
は
、

常
然
此
の
匿
別
は
無
用
に
蹄
す
る
詩
で
あ
る
。
)

今
「
前
貸
し
経
済
」
の
想
定
に
立
っ
て
分
析
を
進
め
る
な
ら
ば
、
資
本
を
勢
貨
基
金
(
精
確
に
云
へ
ば
持
賃
及
ぴ
地
代
の
基

ず
イ
タ
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

五
五
五

第
四
時
蜘

九
九

生

第四巻、第一鋭、 pp.62-66.参照。〉均11.がこ、に同時牝の理論とい..>.のは政
盆から事賃、地代が支携はれると L、ム貝」解でゐ品。但し論者に於ではこれと
多少異る意味に用ひられてゐる。
PO鼠. Thcor.，討. '4 
Pos. Theor.， S. 4'. S. 97正
Uber Wert， S. 74官.

Po::;. Theor.，日.24仔'1 S. 41町~， S. 913'. 
Jlo~. Theor.，. S.I03・
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ず
イ
ク
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

五
五
六

第
四
時
制

O 
O 

金
)
と
考
ふ
べ
き
こ
と
、
又
固
定
資
本
は
真
の
資
本
に
非
守
し
て
た
だ
流
動
資
本
の
み
が
其
の
資
本
の
形
態
な
る
べ

き
こ
と
、
は
明
か
で
あ
る
。
州
労
賃
が
そ
の
一
時
的
形
態
た
る
貨
幣
に
せ
よ
、
或
は
賃
質
的
形
態
た
る
食
物
共
他
の

生
活
必
需
品
た
る
に
せ
よ
、
資
本
は
此
の
持
賃
含
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
却
ち
資
本
は
捗
働
に
従
事
す
る
凡

て
の
崎
労
働
者
を
養
ふ
に
必
要
な
貨
物
の
綿
躍
で
あ
っ
て
、
工
場
。
舶
一
来
。
鋪
道
ふ
加
舶
の
如
き
は
資
本
で
は
な
〈
投
下

さ
れ
た
資
本
の
多
寡
を
項
は
す
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
〈
考
へ
た
場
合
、
資
本
の
機
能
を

以
て
持
働
品
向
hy
し
て
長
期
に
一
日
一
つ
rLM

仕
事
の
結
果
佐
待
ら
、

く
こ
と
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う

1
0

夫
故
に
「
前
貸
し
経
漕
」
の
一
立
場
は
資
本
を
勢
賃
基
金
と
し
て
、
謂
は

A

事
業
の
始
め
と
純
ち
と
の
聞
に
時
間
の
間
隔
な
蹴

ば
消
費
財
形
態
に
於
て
把
握
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

今
若
し
資
本
営
中
間
生
産
物
と
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
前
貸
し
経
漕
・
努
貨
基
金
説
の
立
場
を
採
る
館
地
は
最

早
存
し
な
い
如
〈
思
は
れ
よ
う
。
然
る
に
ペ
!
ム
は
此
の
困
難
を
闘
民
経
済
の
連
績
的
な
再
生
産
過
程
を
考
へ
、

そ
れ
に
於
け
る
資
本
の
役
割
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
巧
み
に
克
服
し
て
ゐ
る
。
此
の
資
本
の
役
割
の
詑
明
に

於
て
そ
の
根
抵
を
な
す
も
の
は
、
生
産
の
目
的
は
消
費
に
あ
り
、
と
し
、
欲
望
充
足
ま
で
の
距
離
に
従
っ
て
財
の

。
『
牛
ロ
=
口
問

を
分
旬
、
而
し
て
高
次
財
の
意
義
は
間
接
に
欲
望
充
足
に
役
立
つ
所
に
あ
る
と
す
る
カ

l
y
・メ

y
ガ

!
の
思
想
で
あ
ム
。

ペ
I
ム
に
嬢
れ
凶
、
先
づ
第
一
に
資
本
の
存
在
は
常
に
骨
凶
印
可
B
1
0
E
Z】
町
田

冊
目
=
間
町
田
町
}
乙
担
問
巾
口
町
ロ

4
0
2町一
-
Z『

相志向ロ

-
4
0
L
=
E
2
2
5当
m
m
g
た
る
意
義
を
有
す
る
。
勢
働
と
土
地
と
は
経
祷
の
エ
V

メ
ン
タ

l
y
な
生
産
力
で

W. S. Jevons. The Theory of Political Economy， ]JP~ 24:2--244， 223-.224・
{邦課、 pp.269-270， 247-248)・Geldzins，S. 日~---I14・]3öhm は1. Fisber 
(Wh.t is Capital? Ec. Journ. Dec. 1896，~: 5'81王， 523 ff.)に徹って、「資本
は:wtる時動に存在する財の集ま bに関係した概念である。 J'i..之持貨は所得
の一部門として“ stock"ではな〈“自OW" であ h、時勧に閥せ中時の鱈過
に閲する概念である。」ことを理由として紋上の JeVODSの「勢貨基金説」を批
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あ
る
が
、
苦
手
は
こ
れ
を
結
会
し
て
目
前
直
ち
に
必
要
な
財
貨
の
生
産
の
み
を
行
ふ
こ
と
も
出
来
れ
ば
、

叉
一
旦

直
接
吾
冷
の
欲
望
満
足
に
は
役
立
た
ね
財
を
生
産
し
て
置
い
て
、
然
石
後
此
の
財
を
用
ひ
て
消
費
財
の
生
産
を
行

ふ
こ
と
色
出
来
る
。
前
の
方
法
は
瞬
間
生
産
(
〉
己
mgσ
一
円
宮
古
白
色
己
主
。
=
)

又
は
無
資
本
生
産

(
E
1
E
C
8
司
『

CE

円
】
己
}
内
円
一

CE)
で
あ

h
、
後
の
方
法
は
迂
回
生
産

(
C
B
5
m
m官。仏
EEC-M)
叉
は
資
本
主
義
的
生
産

(
E
1
S
E
E
R
r

で
め
か
、
後
の
方
法
に
よ
れ
ば
前
の
方
法
に
よ
る
よ
り
色
投
下
勢
働
一
単
位
嘗
り
に
つ
い
て
よ
b

司
『
司
門
同

zrtcp)

多
〈
の
消
費
財
炉
生
産
3
れ
る
。
然
し
此
の
揚
令
先
づ
本
原
的
生
産
力
を
投
下
し
て
か
ら
消
費
財
が
完
成
す
る
迄

の
期
間
中
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
時
間
上
の
犠
粧
を
仲
ふ
。
印
刷
で
今
日
菩
ιr
が
資
本
営
所
有
し
て
ゐ
る
の
は
瞥

て
迂
回
生
産
方
法
を
探
周
し
た
結
果
で
あ
る
。
印
ち
資
本
の
存
在
は
有
利
な
る
迂
回
生
産
の
結
果
で
あ
っ
て
原
悶

で
は
な
い
か
ら
、
っ
持
候
し
と
精
ず
ベ
〈
「
胤
附
し
対

t
は
「
慨
件

L
t刺
す
べ
き
で
は
な
い
。

第
二
に
資
本
の
存
在
は
亦
町
一
月

N
老
町
内
]
戸
巾
』
同
己
『
凶

hwnF巾

〈
。

-rロ品
c
z
m

色
町
出

老

町

-ahwロ
】
目

円
山
目
『

町
民
】
問
内

EHF-mwm叩
口
町
一
ロ

〈

C『

E
F恒常
z
p
a
z
E
g
g
S
5
m
m
た
る
意
義
を
有
す
る
の
で
め
っ
て
、
彼
は
「
資
本
の
生
産
的
致
呆
の
担
本
的

な
貼
」
密
議
に
見
て
ゐ
る
。
資
本
は
迂
同
生
産
を
致
果
的
に
途
行
す
る
に
役
立
つ
。
然
し
乍
ら
此
の
場
会
に
も
資

で
あ
っ
て

C
B
R
Z
そ
の
-
も
の
で
は
な
い
。
資
本
は
「
自
然
カ
の
容
物
」
若
〈
は
「
生
産

本
は

N
三回
n
r
g
z
a
R
r

の
道
具
」
と
し
て
生
産
に
カ
を
加
へ
る
に
過
ぎ
な
い

。
「
恰
も
蹴
ら
れ
た
ポ

l
y
が
他
の
ポ

l
y
に
運
動
を
惇
へ
る

一
部
貯
燕
せ
ら
れ
た
自
然
カ
で
め

如
〈
に
。
」
1

1
』
か
〈
て
要
す
る
に
資
本
は
一
部
貯
蔵
せ
ら
れ
た
勢
働
で
あ
り
、

る
が
、
然
し
そ
れ
は
中
間
項
と
し
て
此
の
二
つ
の
本
原
的
生
産
カ
の
致
呆
を
増
加
せ
し
め
る
志
の
で
め
る
。
此
の

ず
イ
タ
ゼ
ル
の
自
然
利
子
論

。

第
三
十
九
巻

五
五
七

第
四
時
抗

許してゐる。 (P05.Theor. 55. 67…68.) 
1'05. Theor.，邑.107・ 12) 1'os四 Tbeor.，SS. 129-131. 
Pos. Theor.， SS.日 -17，110-112:刷

B他国に於ては此のことが勢働者資本家閣の階級灼依存関係の根擦とされ
てゐる。(POS.Tht;Clr.， SS. 112 -=-i I3.~3~76:. ERne i~ùluigë I{rag-en der Kapitalト

tlleo巾， Ge5. Schrift. 2. Bd. S. 148.) 



伊
イ
ク
ぜ
L
N

の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

五
五
人

一O
一一
一

第
四
時
抽

意
味
に
於
て
資
本
は
生
産
的
で
あ
る
か
ら
、
困
民
経
済
に
於
け
る
枇
合
的
鳩
資
本
の
数
量
の
多
少
に
よ
っ
て
ぞ
の

岡
民
経
摘
の
枇
合
同
的
生
産
物
の
敷
量
が
決
定
せ
ら
れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
い
同
労
働
者
一
入
信
り
日

劃
す
る
資
本
の
在
高
が
査
本
主
義
粧
樺
殺
逢
の
度
合
併
』
決
定
す
る
。

然
る
に
位
上
の
如

t
時
間
の
要
素
珍
重
要
視

す
る
ペ

1
ム
は
こ
の
経
験
的
事
費
宏
次
の
如
〈
一
再
ひ
現
は
す
、
「
概
観
す
る
に
、

最
初
の
迂
回
生
産
の
出
現
の
み
な

らや'、

但
し
揺
布
一
出
回

ぞ
れ
に
引
績
く
迂
回
生
涯
の
延
長
色
亦
常
に
技
術
的
枚
獲
の
よ
り
一
一
膚
の
増
加
な
仲
ム
、

か
ι
艦
長
す
る
時
は
生
産
物
救
最
は
杭
一
蹴
的
な
比
率
に
於
で
し
か
増
加
し
な
い
っ
し
印
ち
読
本
主
蔀
概
識
の
税
H
E
M
m

費
財
の
生
産
期
間
、
詳
言
す
れ
ば
先
づ
最
初
消
費
財
生
産
に
所
要
の
最
初
の
中
間
生
産
物
に
手
を
つ
け
始
め
て
か

ら
嘗
該
消
費
財
の
完
成
ま
で
の
期
間
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
が
、
然
し
ペ

1
ム
は
此
の
生
産
期
間
に
謂
は
ぱ
重
み
そ

附
し
て
A
同
盟
化
し
た
。

こ
れ
即
ち
平
均
的
生
産
期
間

(
E
E
Z
E
E
-
n
v
m
p
o
p
-
E
E毛
色
。
号
)
で
あ
っ
て
、
重

み
を
附
せ
ち
れ
に
結
果
絶
劃
的
生
産
期
間
は
延
長
さ
れ
?
と
も
卒
均
的
生
産
期
間
は
延
長
き
れ
得
、
従
っ
て
資
本

主
義
竣
遼
程
度
も
亦
上
昇
し
得
る
こ
と
に
な
っ
た
υ

今
、
或
る
消
費
財
の
生
産
に
目
。
勢
働
日
要
す
る
と
す
る
。
此
の
消
費
財
の
生
産
に
蛍
っ
て
、
四
年
前
に
先
づ

z
日
の
抽
労
働
が
、
然
-
6
E
日

し
か
投
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
夏
に
同
様
に

9
年
前
に
色
E

目
、
B
年
前
に
も

z
目、

7
年
前
日
も
E

目、

6
年
前
に
色

x
日
と
い
ム
知

〈
毎
年

z
日
の
抽
労
働
が
加
へ
ら
れ
、
更
に

z
年
前
I

日
の
労
働
が
加
へ
ら
れ
、
此
の
消
費
財
の
完
成
直
前
俄
か
に
卯
日
の
持
働
が
加
へ
ら
れ
た

と
す
れ
ば
、
平
均
的
生
産
期
聞
は
次
の
加
〈
計
算
せ
ら
れ
る
。

同
O
X
?
?

唱X岡
+
∞
×
同
ー
十
一
『
X
岡
+
品
X
同
+
出
X
?
?
+
V
〈
同
+
M
X
同
十
N
X
同
+
同
H
H
I
+

。X
唱。l

山
田

同

。

。

回

。

。

従
つ
で
絡
封
的
生
産
期
間
は
四
年
で
あ
る
が
、
高
次
生
産
財
の
生
産
段
階
に
投
じ
ら
れ
た
軸
労
働
量
が
乏
し
い
魚
、
平
均
的
生
産
期
間
は
約
半
年

Pos. Theor.， S. 113・倫平均的迂回生産期間主 I心'1山alper Kopf とが同一
意義なると左に就Tは Eine stnl tige Frngじn11. S.札， a. a..O. S. 152参照。
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で
あ
る
。
今
精
謝
的
生
産
期
聞
を
n
年
と
し
、
t
年
前
の
投
下
勢
働
を
向
で
現
ば
せ
ば

N
市

H
O
Z
除
Mm活
E
u
-
M
g
v
イ『

H

J

V

a
r
T
町
。
、

F

持

H
晶
、

然
し
第
三
に
資
本
は
間
接
に

C
B
R
F白
骨
『
田
口
m
g
n
r一白雪ロ
m
E
ι
2
2
5ユ色一
5

「

Z
P
E
z
r
z
o
g
z
B
5
m
m

で
も
あ
る
。
(
グ
イ
タ
ゼ
ル
は
特
に
こ
れ
を
重
要
視
し
て
ゐ
る
。
)
或
る
岡
氏
が
多
〈
の
資
本
を
有
す
る
場
合
そ
こ
に
従
来
と
異

っ
た
新
し
い
迂
回
生
産
の
方
法
に
入

h
、
よ
く
多
〈
の
消
費
財
を
生
産
し
得
る
可
能
性
が
生
十
る
。
印
ち
資
本
の

時
ハ
ト
ツ
ク
は
畢
克
「
生
成
服
態
に
あ
る
消
費
財
の
縮
瞳
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
生
や
る
年
み
の
消
費
財
は
経
常
的

消
費
に
充
賞
さ
れ
、
そ
の
結
果
生
や
る
録
剰
生
産
力
は
こ
れ
を
将
来
の
消
費
財
生
産
の
矯
に
投
資
さ
れ
る
こ
と
に

物
か
ら
成
熟
す
る
'
と
す
れ
ば
、
嘗
該
年
度
の
生
産
力
の
う
ち
、
十
分
の
五
古
け
泊
費
財
生
産
に
か
け
、
十
分
の
五

ま
で
が
迂
回
生
産
に
轄
用
S
れ
得
る
。
之
に
反
し
て
資
本
少
〈
、
例
へ
ば
中
間
生
産
物
の
成
熟
に
よ
っ
て
は
た

r

年
消
費
の
二
十
分
の
一
の
消
費
手
段
し
か
生
じ
な
い
と
す
れ
ば
、
嘗
該
年
度
に
於
て
は
営
該
年
度
の
二
十
分
の
十

九
の
年
消
費
の
魚
に
本
原
的
生
産
力
炉
動
員
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
無
資
本
の
場
合
に
は
金
生
産
力
が
凡
で

消
費
財
の
生
産
の
み
に
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
a
換
言
す
れ
ば
、
迂
回
生
産
を
行
ふ
に
は
、
資
本
が
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
如
何
に
有
利
な
生
産
方
法
が
接
見
若
〈
は
義
明
さ
れ
て
ゐ
る
に
し
て
も
、
資
本
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
貫
現

す
石
こ
止
は
出
来
な
い
。
然
し
さ
れ
ば
と
云
っ
て
、
営
該
生
産
方
法
に
直
接
必
要
な
資
本
財
が
直
ち
に
使
用
き
れ

得
る
様
準
備
さ
れ
て
ゐ
る
必
要
は
な
い
。
「
寧
ろ
必
要
な
の
は
、
如
何
な
る
形
の
資
本
で
も
い
い
か
ら
、
そ
の
消
費

ず
イ
ク
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
血
管

一O
三

五
五
九

第
四
時
制

Geldzins， S. II 5・16) 



伊
イ
ク
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
血
管

五
六

O

第
四
務

O 
四

財
へ
の
縫
績
的
轄
化
に
よ
っ
て
、
現
在
の
消
費
財
需
要
と
そ
の
次
の
消
費
財
需
要
と
が
、
経
常
的
生
産
力
を
必
要

な
橿
類
の
中
間
生
産
物
へ
の
投
資
の
銭
に
解
放
す
る
に
足
る
程
、

充
足
さ
れ
る
だ
け
所
有
ぎ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ

る
。
迂
回
生
産
を
採
用
す
る
に
必
要
な
の
は
消
費
財
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
完
成
せ
る
消
費
財
在
荷
の
形
態

に
於
て
存
在
し
よ
う
と
、
ま
た
そ
の
潜
在
的
形
態
、
中
間
生
産
物
の
形
態
仁
於
て
存
在
し
よ
う
と
、
何
れ
で
も
い

ぃ
、
と
云
っ
た
方
が
正
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
」

年
半
蔵
ゆ
岡
民
館
情
に
は
一
吃
数
日
抵
の
本
版
的
生
産
力
(
持
働
給
付
及
川
日
t
地
給
付
〉
げ
か
新
し
〈
州
内
ヘ
ら
れ
る
。
配
耕

の
意
味
に
於
て
資
本
主
義
が
後
遺
し

τ高
度
化
す
る
に
伴
っ
て
、
そ
の
生
産
力
の
う
ち
よ
り
僅
か
の
部
分
が
ぞ
の

年
度
申
に
消
費
さ
れ
、
持
家
に
到
っ
て
消
費
財
と
な
る
べ
き
中
間
生
産
物
に
投
資
さ
れ
る
部
分
が
念
b
増
加
し
行

〈
こ
と
は
、
技
上
に
よ
り
明
か
で
あ
る
。
謂
は
ば
費
本
主
義
経
済
に
於
て
人
冷
は
過
去
の
生
産
力
に
よ
っ
て
大
部

分
養
は
れ
、
今
日
の
生
産
力
の
成
果
に
よ
っ
て
生
活
す
る
部
分
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。
而
し
て
人
A
q

は
現
在
の

潟
で
は
な
く
、
寧
ろ
将
来
の
矯
に
働
い
て
ゐ
る
。
資
本
主
義
の
後
遺
は
愈
冷
此
の
傾
向
を
強
め
る
。
然
る
に
此
の

こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
は
、
完
成
途
上
に
あ
る
消
費
財
と
し
て
の
中
間
生
産
物
、
即
ち
資
本
の
存
在
で
あ

る
。
か
く
て
斗
殆
ん

E
大
部
分
の
財
産
は
生
活
資
料
の
魚
め
大
市
場
に
、
何
ん
ら
か
の
形
態
に
於
て
供
給
と
し
て

持
出
さ
れ
る
。
所
有
者
は
彼
が
自
己
鰹
替
す
る
企
業
に
投
宇
る
か
、
或
は
此
を
他
人
に
貸
付
げ
る
か
す
忍
」
が
、

そ
れ
は
結
局
搭
賃
・
地
代
に
解
消
し
.
勢
働
者
地
主
に
劃
す
る
生
活
費
料
の
前
貸
し
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

夫
故
に
「
園
民
経
持
の
生
活
資
料
の
前
貸
し
は
、
極
め
て
僅
か
な
例
外
を
除
け
ば
、
そ
の
園
民
極
端
情
に
存
在
す
る

Pos.τ"heor.， S. 120. 17) 



財
産
の
ス
ト

y
ク
〈
但
し
土
地
e
v
-
除
ム
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
ム
。
」
然
ら
ば
此
の
枇
合
的
穂
費
本
は
却
何
な
忍
構
造
に

於
て
、
か
か
石
生
産
的
機
能
を
呆
す
で
あ
ら
う
か
。

今
圃
民
趨
梼
の
漣
績
的
生
産
過
程
の
断
面
圃
を
つ
く
か
。
ぞ
れ
に
於
て
中
間
生
産
物
は
、
そ
れ
が
消
費
財
に
完

成
す
石
迄
に
幾
年
を
要
す
る
か
を
基
準
と
し
て
、
恰
も
人
口
を
年
齢
別
に
直
分
す
る
如
〈
、
直
分
さ
れ
て
ゐ
名
。

か
〈
て
直
分
せ
ら
れ
た
資
本
数
量
全
国
に
示
す
如
く
、
同
心
闘
の
環
に
配
列
す
る
。
此
の
場
合
外
部
に
あ
各
色
の

程
、
消
費
財
に
成
熟
す
る
迄
の
時
間
的
距
離
が
短
〈
な
っ
て
居
り
、
従
っ
て
先
づ
最
初
本
原
的
生
産
カ
の
み
が
投

下
3
れ
た
迂
回
生
産
の
開
始
か
ら
泣
い
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
石
。
謂
は
ぱ
年
輸
の
聞
の
面
積
が
夫
ム
ザ
の
完
成
段
階
に

あ
る
資
本
数
量
を
境
す
と
共
に
、
中
の
環
涯
巾
間
生
産
物
と
し
て
現
は
れ

τ以
康
、
日
が
ま
だ
浅
い
諜
で
め
名
。
岡

民
叡
掛
の
一
越
絹
的
生
産
過
程
の
裁
断
面
に
は
、

か
〈
の
如
〈
、
凡
ゆ

3
完
成
段
階
に
夫
争
中
間

軍ニ圃

に産生
獲カ産
みを 物
、加が
以へ特
つる 機
でこし
生と て
産に居
のより
目つ、

的 て趨
Tこ次嘗
るのに
消完本
費成原
を 段 的
問階生

第ー圃

断
な
〈
可
能
な
ら
し
め
忍
の
で
あ
忍
が
、
此
の

園
式
表
示
に
於
て
次
の
二
鈷
を
倫
注
意
す
べ
き

で
あ
ら
う
。

一
、
資
本
主
義
が
殺
遣
し
、
迂
回
生
産
の
期
聞
が
長
い
園
民
極
構
程
、
環
の
敷
が
多
く
、
且
大
で
あ

サ
イ

P
ぜ
ル
の
自
然
刺
子
論

第
三
十
九
血
管

第
四
披

一O
王

五
六

F剖.Theor.， S. 39JI. 
F田. Tbeor.， S. 141-144・



V
イ
タ
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

五
六

第
四
時
酬

一O
六

る
。
此
の
意
味
に
於
て
第
一
固
と
第
二
圃
を
比
較
さ
れ
た
い
。
一
一
、
園
の
中
心
に
近
づ
〈
程
面
積
(
資
本
数
量
)
が
減

少
す
る
が
、
こ
れ
は
第
一
に
生
産
部
門
に
よ
っ
て
迂
回
生
産
の
期
間
に
相
還
が
あ
る
こ
と
と
、
第
二
に
僻
労
働
の
纏

績
的
投
下
に
よ
っ
て
資
本
数
量
が
級
教
的
に
逐
次
増
加
し
て
行
く
こ
と
の
結
果
で
あ
る
匂

然
る
に
蹴
湛
に
依
っ
て
闘
民
の
消
費
規
模
を
不
種
北
口
〈
は
憤
張
す
る
矯
に
ほ
、
所
典
の
岡
民
極
端
情
の
年
ム
ザ
の
生

産
力
を
夫
冷
の
完
成
段
階
に
趨
宜
配
分
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
今
消
費
規
模
を
一
定
な

ら
し
り
る
魚
に
、
資
本
数
量
営
不
'
婦
に
保
っ
た
ま
ま
再
生
産
炉
行
ば
れ
る
と
し
に
場
人
円
に
つ
い
て
此
の
こ
L
L
伝
説

明
し
よ
う
。
最
低
次
の
、
郎
ち
最
も
消
費
財
に
近
づ
け
る
中
間
生
産
物
に
費
し
て
投
下
さ
る
べ
き
州
労
働
力
は
、
園

民
極
端
聞
の
年
消
費
か
ら
そ
の
中
間
生
産
物
の
債
値
を
差
引
け
る
も
の
に
等
し
い
が
、
他
の
事
情
に
し
て
一
様
な
ら

ぱ
、
此
の
年
消
費
は
枕
労
働
者
数
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
真
に
簡
単
の
魚
勢
働
者
一
人
の
年
第
働
を
債
値
鼠
位
に

取
れ
ば
、
均
衡
に
於
て
は
年
消
費
は
持
働
者
一
人
の
年
勢
働
と
持
働
者
総
数
と
の
積
に
等
し
い
。
従
っ
て
勢
働
者

総
数
よ
り
中
間
生
産
物
の
債
値
(
勢
働
者
一
人
の
年
拙
労
働
を
単
位
と
せ
る
)
を
差
引
け
ば
、
そ
こ
に
最
低
次
の
完
成
段
階
に

要
す
る
枇
労
働
者
数
が
許
算
さ
れ
る
u

次
に

n
年
目
の
完
成
段
階
に
使
用
さ
る
べ
き
勢
働
者
数
は
ロ
+
同
年
目
の
完

成
段
階
に
あ
る
中
間
生
産
物
の
債
値
か
ら
ロ
年
目
の
完
成
段
階
に
あ
る
中
間
生
産
物
の
債
値
を
差
引
く
こ

E
か
ら

得
ら
れ
る
。
最
後
に
最
高
次
の
(
闘
で
は
中
心
図
の
)
完
成
段
階
に
あ
る
中
間
生
産
物
を
補
充
す
る
翁
に
、
そ
の
債
値

に
等
し
い
勢
働
者
を
そ
の
生
産
の
魚
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
単
純
再
生
産
の
魚
の
生
産
力
配
置
を
、

1
ム
は
次
の
表
式
で
示
し
て
ゐ
ム
。

〈
こ
れ
は
前
掲
第
一
圃
に
照
一
服
す
る
。
)
そ
れ
に
於
て
は
、
融
労
働
者
一
千
寓
人
よ
り
成 ~ 

Hayekの所謂 Bildder “synchronisi町 tenProduktioロsproz出品es'"に於ても
同様の観駐がとられでゐ品。 (Prei.seund ProdllktioIl， S. 37， 42.) 
~ ;;.に生産段階に関して最低次叉ば最高次1:Iハムニ正を地べたが、これは
財の Ordmmgの考へを車専用したのであって、表式では最低突の完成段階は
zの番就が附せ ιれで居 h、最高夫の完成段階には 10の番就が付いてゐる。
命先に引用した著書に於げる Hay<k の園式

20) 
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る
共
同
瞳
が
考
へ
ら
れ
て
居
り
、
持
働
者
一
人
の
年
持
働
を
債
値
車
位
と
し
て
、

二
千
高
崎
労
働
年
の
査
本
の
久
ト

吋
ノ
ク
M
Y
衣
の
却
き
構
成
を
以
て
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

品
問
此
の
表
式
か
ら
容
易
に
推
知
し
得
ら
れ
る
こ
と
で
め
る
が
、
資
本
の
増
加
は
(
勿
論
中
間
生
産
物
の
生
産
に
よ
っ
て
賓
現
き
れ
ね
ば
な

ι

ね
が
〉
先
づ
何
ん
ら
か
の
仕
方
に
於
て
本
原
的
生
産
カ
に
剰
品
闘
が
生
じ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
節
約
に
依
て
の
み
行
は
れ
る
と
い
ム
の

が
国
g
E
G
関
与

-
E
r
E
Z
S
の
理
論
の
大
要
で
あ
る
。
(
同
》
。
mE

叶

F
g
f
∞∞

ζ
可

1
2。
)

投 1'';-中完中

首:下 l定型-向
性弁 日3劃属生

ii働 目2空陸産l
A卓i I!き福一物i

数 日;値摺の

一ーーーー一ー 一ー一-.-一一ー-1"一一一ーー-

(1_0)00'.:1惇事11

10 130 11合計

る
数
量
的
闘
係
が
存
す
る
か
、
と
い
ふ
所
謂
「
最
初
の
基
本
」
3
2
p
z
m
y
F
E出
)

以
上
の
如
き
「
生
産
の
梯
形
的
構
造
U

‘、--
-
口
同
巾

m
川
内
田
角
川
}
一
宮
山
戸
山
沖
口
円
『
巾
口

コ+、
d
h
“1

4

1

U
F
Q
H
回
押
』
C
出

m

己
巾
『

p
a
E
E
C口
)
が
明
か
に
さ
れ
た
以

ト
ぃ
、

3
E
に
ぞ
の
関
係
九
伊
一
論
議
仙
川
、
ら
れ

た
一
枇
舎
的
蹄
査
本
の
数
量
と
卒
均
的
祉

命
百
的
迂
回
生
産
期
間
と
の
聞
に
如
何
な

の
問
題
は
容
易
に
解
決
せ
ら
れ
る
。

右
に
於
て
は
生
産
過
程
中
の
一
年
間
の
み
を
採
っ
て
説
明
を
加
へ
七
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
過
程
は
年
冷
繰
返
さ

れ
来
っ
た
と
考
へ
ら
れ
よ
う
。
従
っ
て
そ
こ
に
は
次
の
閥
係
が
存
す
る
筈
で
あ
る
。
〈
単
位
百
高
労
働
年
)

減
】
岳
山
河
川
耐
国
抑
湾
混
同
岬
排
出
明
記
礼
庁
前
置
押
湾
奇
滅
枠

、.. 』
1
5
f
t
・

-

，

、
.
B
E
E
-
-
d
E
E
-
-
J

H

(

同
十
A
)
W
U
)

r、

主i鵜

判長(警
-:" I ?!if:' 1 >* 
!"I i雪るIìi~ 
o(湖、1語、liii軍 +I IJl! 
113 ，~I 認

十I~曜くプ械
工)決券
、回〆

+ 

+ 

----------------------------------------------------------------------

+ 

ず
イ
タ
ゼ
ル
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
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四
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ヂ
イ
タ
ぜ
ル
の
自
然
刺
子
論

第
三
十
九
巻

五
六
四

第
四
披

O 
i¥. 

今
簡
単
の
矯
め
各
完
成
段
階
に
投
ぜ
ら
れ
る
勢
働
量
を
均
等
と
し
、
然
も
一
百
寓
勢
働
年
と
し
よ
う
。
而
し
て

完
成
段
階
〈
迂
回
生
産
期
間
V

を
t
年
を
以
て
現
は
さ
う
。
然
ら
ば
同
様
の
理
由
に
よ
っ
て
、

国
制
戸
川
狩
湖
面
持
湾
奇
刷
岬
品
打
抽
明
{
昨
l
a
M
)

山
庁
尚
面
持
渇
蒋
刷
珊
許
鴻
(
仲
118山
河
刈
面
持
沼
環
糊
券

、.. EE--2
・
・
・
・
・
・
，
、
... E'att
・--E
，

、

...... 1
6
・・・
a
y

]
戸
↑

(

M

X
国

〉

+

(

同

x
h
w
)

↑

伴
柿
崎
$
蕗
刷
岬
枠
燥
帥

H

減
同
心
沖
凶
滴
沼
環
糊
骨
、

ζ
:
2
4

j
日
1
J
L
X戸

L
ベト~

F
L
F

、ノ
F

‘、

燃
み
に
一
此
間
生
産
期
聞
が
t
年
な
お
場
合
拘
側
佐
保
つ
焔
に
川
県
の
持
働
者
総
撒
は
、
附
地
及
び
附
限
定
仁
よ
り

m-----
・・ョ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
----e----

+ 

t
百
高
人
で
あ
る
。
(
換
言
す
れ
ば
、
勢
働
者
が
こ
れ
だ
げ
め
る
場
合
、
こ
れ
に
げ
の
生
産
期
間
を
要
す
る
生
産
方
法
を
採
用
す
れ
ば
、
資
本

及
ぴ
勢
働
の
均
衡
が
保
た
れ
る
。
)
従
っ
て
叉
年
消
費
も
亦
t
百
寓
勢
働
年
で
あ
る
。
夫
故
に
以
上
の
結
果
か
ら
財
産
の
ス

ト
ヲ
グ
は
迂
回
生
産
の
期
間
と
年
消
費
と
の
積
で
は
な
く
、
約
ぞ
の
半
介
に
等
し
い
。
雑
言
す
れ

d
尉
産
の
ス
ト

ツ
グ
は
生
産
期
間
の
約
半
分
に
つ
い
て
各
年
消
費
診
充
足
せ
ね
ば
な
ら
白
し
、
叉
そ
れ
行
け
で
い
ケ

今
ベ

l
ム
の
迂
回
生
産
論
を
要
約
し
よ
う
。
園
民
経
持
に
は
年
ι
q

歳
冷
一
定
の
本
原
的
生
産
力
が
奥
へ
ら
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
園
民
の
生
活
資
料
が
生
産
さ
れ
る
が
、
此
の
場
合
中
間
生
産
物
の
敷
量
が
多
け
れ
ば
多
い
程
、
生

産
さ
れ
る
消
費
財
の
数
量
も
亦
多
い
。
換
言
す
れ
ば
迂
回
生
産
の
期
間
と
園
民
の
生
活
資
料
総
額
と
の
聞
に
は
一

定
の
画
数
的
闘
係
が
あ
忍
。

ペ

1
ム
の
均
衡
論
は
か
く
の
如
〈
、
一
方
に
於
て
前
貸
し
経
掛
の
構
想
を
取

b
つ
つ
、

と
の
聞
に
一
定
の
聞
係
争
露
協
り
あ
結
に
重
要
な
特
色
が
あ

他
方
に
於
て
迂
回
生
産
の
期
間
と

切
口

Z
2
Z
Z
N『

o
z仏
師

る
の
で
あ
J
Q
。

Pos. 1'heor.， S5. 397_障，24) 



ー-一

ザ
ィ
ク
ゼ

Y
は
自
然
利
子
の
形
成
機
構
の
説
明
に
営
つ
て
は
専
ら
ぺ

l
ム
を
援
用
す
る
。
被
に
よ
れ
ば

4
1
ム

の
資
本
及
び
利
子
の
調
論
は
「
利
子
・
勢
貫
・
地
代
の
高
さ
を
異
に
合
理
的
な
仕
方
で
説
明
す
る
唯
一
の
経
済
現
論
」

で
あ
る
と
共
に
、
非
現
質
的
な
構
想
の
所
産
た
る
自
然
利
子
を
説
明
し
乍
ら
、
然
色
「
同
時
に
貨
幣
掩
遁
の
結
果

生
十
る
モ
デ
ィ
フ
ィ
カ
チ
オ
ン
を
剣
断
せ
し
め
る
」
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
如
〈
ぺ

I
ム
は
利
子
の
成
立
に
閲
し
て
三
つ
の
論
壌
を
列
馨
し
て
ゐ
品
。
然
し
乍
ら
ザ
イ
ク
ゼ

Y
に
操

れ
品
、
此
の
う
ち
利
子
成
立
機
構
を
明
か
に
し
得
る
の
は
第
三
論
操
の
み
で
め
っ
て
、
前
二
者
は
草
に
利
子
附
資

本
の
成
立
を
明
か
に
す
る
に
過
ぎ
な
い

C

〈
現
在
対
の

E
3子
宮
N
E聞
は
資
本
勝
成
の
障
害
と
な
る
と
い

L
怠
球
日
於
r
J
ぺ
l
A

は
利
ヲ
の
生
産
カ
説
を
批
評
し
て
、
資
本
の
物
理
的
生
産
力
は
詮
明
し
得
て
色
、
債
値
生
産
力
は
読
明
出
来
な
い
、

と
一
去
っ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
、
ザ
ィ
ク
ゼ

Y
は
次
の
知
〈
考
へ
る
。

ペ
l
ム
の
現
在
財
の
評
債
に
基
づ
く
説
明
は

決
し
て
此
の
困
難
を
克
服
し
待
な
い
η

「
資
本
の
生
産
物
は
そ
れ
が
成
熟
し
た
暁
に
於
て
.
提
供
さ
れ
た
資
本
財
に

比
し
て
、
何
故
に
よ
り
多
く
の
債
値
を
有
す
る
か
」
と
い
ふ
こ
と
が
、
正
に
解
決
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
は
園
民
経
糟
の
静
態
的
股
態
を
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。

然
る
に
此
の
ず
イ
ク
ゼ

Y
の
云
ふ
静
態
が
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
ぞ
れ
は
先
に
の
ペ
た
ペ

l
ム
の
迂
回
生
産

論
に
一
不
さ
れ
た
る
が
如
き
・
も
の
で
め
っ
て
、
彼
は
ペ

l
ム
と
共
に
資
本
の
機
能
を
迂
回
生
産
中
生
活
資
料
の
前
貸

と
な
る
賄
に
求
め
る
。
然
し
乍
ら
彼
の
迂
回
生
産
論
は
ぺ

I
ム
と
必
宇
し
も
同
一
で
な
い
。
次
節
に
の
べ
る
彼
の

'
V
イ
タ
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

第
四
時
制

。
九

五
六
五

第
一
一
一
十
九
巻
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も
ず
イ
ク
ぜ
ル
の
向
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

第
四
披

一一
O

五
六
六

利
子
形
成
機
構
の
説
明
と
関
聯
す
る
限
り
に
於
て
、
彼
の
資
本
概
念
及
ぴ
生
産
期
間
・
投
資
期
間
の
説
明
の
二
勅

を
中
心
に
紹
介
を
試
み
る
。

D
ゲ
ィ
ク
ゼ

Y
の
資
本
概
A
P
。
被
は
園
民
経
糟
的
役
割
の
相
違
に
基
づ
い
て
一
庚
義
の
資
本
」
と
「
国
有
の
意
味

に
於
け
る
資
本
」
と
を
直
別
し
た
。
而
し

τ利
子
論
に
於
て
特
に
重
要
視
す
る
の
は
後
者
で
め
器
。

般
が
庚
義
に
於
て
資
本
と
帯
す
る
の
は
「
利
子
を
生
?
る
一
切
の
物
財
」
(
色
町
札
口
明
言

m
m
E
g
F岳
町
2
2
)
ぜ

め
る
。
熱
る
に
例
へ
ば
家
屋
市
道
路
。
鋪
道
巾
連
河
帥
戎
樺
の
土
地
改
良
ω

戎
樋
の
機
械
の
仰
〈
極
め
C
長
期
の

タ
ウ
エ
ル
山
1
i
ル
カ
イ
ト

持
績
性
を
有
す
る
中
間
生
産
物
は
、

夫
自
身
労
働
の
生
産
物
で
あ
ち
乍
ら
、

勝
奈
の
生
産
に
劃
し
て
は
土
地

と
同
様
の
役
割
を
演
す
る
。
換
言
す
れ
ば
最
初
の
設
備
費
は
例
へ
ば
現
在
の
家
賃
・
乃
至
は
錨
道
運
賃
等
と
注
交

渉
で
あ
り
、
叉
か
か
る
設
備
を
新
設
す
る
に
営
つ
で
も
、
持
家
の
見
込
み
牧
盆
は
そ
の
現
在
の
資
本
債
値
と
無
闘

係
で
あ
る
。
持
績
的
生
産
財
の
報
酬
は
F

恰
色
マ
ー
シ
ャ
ル
に
於
ぜ
G

「
準
地
代
」
の
知
〈
に
)
恰
も
地
代
の
如
〈
そ
の
用
役
の

ヴ
ィ
ク
ゼ

Y
は
か
か
石
長
期
に
亘
っ
て
持
績
的
な
る
生
産
財
を
同

gzzmE芯
ス
以
下
賃
料

債
値
に
よ
っ
て
定
ま
る
。

財
と
揮
す
)
と
栴
へ
、
こ
れ
を
固
有
の
意
味
に
於
け
る
資
本
、
択
制
℃
E
K
R
2
円
資
木
財
)
に
掛
立
せ
し
め
た
。
固
有
の
意

味
に
於
げ
る
資
本
と
は
「
消
耗
し
得
る
、
若
〈
は
極
め
て
短
期
間
に
消
耗
し
蓋
さ
れ
る
生
産
財
及
び
消
費
財
」
(
島
町

p
o
E
E
D
5
1
色
町
『
閃
S
2
5
5
5官
庁
内
『
)
を
指
栴
す
る
。
消

白

σmmロ
門
戸
門

N
一行巾口

費
者
手
中
の
消
費
財
が
此
の
中
に
属
せ
。
さ
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
此
の
費
本
の
直
別
は
又
正
統
皐
慌
の
固
定
資

〈
何
回
・

V
「

hwznvσhH『
巾
口

。色町『出
nFEm--

本
・
流
動
資
本
の
直
別
に
照
臆
す
る
も
の
で
あ
る
。

Uber Wert， S~. 72-73・79-81， 93-95・Geldzin~ ，日目 1 '7 11f. 
マーシヤ Jレ、「経済撃原理」、邦語、第一分舟 p.'54以下、第三分:IlH"p. 173以下。
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か
〈
て
財
の
持
績
佐
に
よ
っ
て
費
本
に
賃
料
財
資
本
財
の
匝
別
を
生
十
る
炉
、
共
結
果
此
の
直
別
は
相
掛
的
に

格
る
。
印
ち
雨
者
聞
の
境
界
線
は
極
め
て
不
明
瞭
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
ず
イ
ク
ゼ

Y
に
撮
れ
ば
、
成
程
た
行
資
本

利
子
の
本
質
だ
け
を
説
明
す
る
場
令
に
は
資
本
の
範
園
は
不
明
確
で
も
い
い
が
、

一
歩
進
ん
で
利
子
の
高
さ
の
決

定
原
因
並
び
に
資
本
利
子
・
勢
賃
・
地
代
聞
の
閥
係
を
精
確
に
把
握
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
直
ち
に
現
存
せ
ろ
諸
種
の

資
本
財
を
或
る
綿
和
に
結
合
す
る
必
要
が
生
や
る
。
所
で
此
の
こ
と
は
営
然
資
本
の
範
園
の
多
か
れ
少
か
れ
巌
密

な
務
備
的
限
定
を
前
提
し
て
ゐ
る
。
然
し
此
の
限
定
は
特
定
の
ア
プ
リ
オ
?
に
確
定
3
れ
た
資
本
の
定
識
を
以
て

し
て
は
行
は
れ
な
い
、
寧
ろ
岡
氏
麗
樺
諸
カ
の
異
貨
の
機
能
の
精
確
な
研
究
を
要
す
る
罪
で
あ
る
。
然
る
に
「
若

U
Y

ク
の
例
に
な
ら
勺
で
行
ふ
如
く
、
現
存
資
本
益
部
合
成
る
偲
舗
に

鮎
や
し
て
刊
が
て
此
mw
紙
観
を

U

利
子
@
高
さ
反
ぴ
勢
賃
の
理
論
的
決
定
の
一
要
素
'
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
此
の
締
額
に
錨
草
・
建
物
等
ム
干
の
全
部
の
資
本
債
値
を
含
め
て
考
へ
る
こ
と
は
、
誤
謬
に
導
く
。
か
か
あ

債
値
は
寧
ろ
、
土
地
そ
の
色
の
の
資
本
領
値
と
同
様
に
、
利
子
及
び
努
貨
の
決
定
に
影
響
な
き
第
二
次
的
現
象
と

し
て
把
握
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
」

し
人
や
が
、
後
に
否
や
が
ペ
!
ム
@
バ
げ
エ

以
上
の
県
由
に
基
づ
い
て
彼
の
利
子
論
で
は
狭
義
の
資
本
の
み
が
眼
中
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。

「
新
し

t
創
造
せ
ら
れ
た
流
動
資
本
、
祉
曾
の
殆
ん

E
凡
で
の
階
級
よ
り
生
れ
る
節
約
に
封
し
て
若
し
恰
度
遁
常
な
新
生
産
用
途
が
存
し
な
い
な

ら
ば
、
増
加
せ
る
貨
物
資
本
は
寧
ろ
主
と
し
て
、
勢
賃
及
び
其
他
の
生
産
要
素
の
報
酬
金
賞
質
的
に
騰
貴
せ
し
め
る
結
果
を
招
き
、
従
っ
て
一
般

に
自
然
利
子
は
下
落
す
る
で
あ
ち
う
。
而
し
で
忍
見
を
以
て
す
れ
ば
、
此
の
こ
と
は
、
木
来
の
流
動
資
本
の
牧
金
と
本
来
土
地
地
代
及
び
燭
占
地

代
の
範
囲
に
屈
す
べ
き
も
の
と
を
巌
容
に
匿
別
し
得
だ
場
合
に
於
て
一
層
明
瞭
に
示
さ
れ
る
で
あ
ら
う
o
」
こ
れ
は
ず
イ
ク
ゼ
ル
が
自
己
の
利
子
論

グ
イ
グ
ぜ
L
F

の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

第
凶
同
調

五
六
七

Uher Wert，日.94・
Geldzim， S. 60. 

8) 
9) 



ず
イ
タ
ぜ
b
F

の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
巻

五
六
八

第
岡
崎
帥

ぞ
十
九
世
紀
の
債
格
費
動
の
研
究
に
よ
っ
て
験
設
し
て
得
た
理
論
的
蹄
縮
の
一
つ
で
あ
る
。

』
然
る
戸
山
此
の
資
本
財
と
賃
料
財
と
の
医
別
の
必
要
は
、
ゲ
イ
タ
ぜ
ル
に
依
れ
ば
、
流
通
資
本
・
資
本
財
哲
加
の
結
呆
生
手
る
襲
動
の
機
構
か
ら
説

明
さ
れ
る
。

今
節
約
が
盛
ん
に
な
り
資
本
財
の
数
量
が
増
加
し
た
と
す
る
。
此
の
場
合
生
産
力
は
費
遣
し
て
も
し
な
〈

τも
い
〉
。
先
づ
最
初
は
資
本
家

ω

競
守
の
結
果
勢
賃
地
代
が
騰
脅
し
、
資
木
利
潤
乃
互
利
子
は
柑
封
的
に
下
落
す
る
。
相
輔
副
的
意
味
に
於
て
利
子
が
下
落
す
品
と
云
ふ
の
は
、
典
へ

ら
れ
た
生
産
力
に
比
し
て
と
い
ふ
意
味
に
於
t
t
あ
与
が
、
こ
〉
に
最
も
注
意
を
要
す
弓
の
は
、
か
く
の
如
〈
下
落
す
る
の
は
資
木
対
に
野
し
て

の
そ
れ
で
め
っ
て
、
賃
料
財
の
牧
金
は
之
に
反
し
て
先
づ
最
初
は
地
代
及
び
勢
貨
と
同
僚
に
臨
問
責
す
る
こ
と
?
め
品
。
そ
れ
枚
に
普
通
に
資
本
利

子
と
一
四
は
る
〉
4
U

の
は
現
貨
じ
は
即
l
流
動
資
本
ド
封
唱
品
刺
子
め
み
な
ら
守
、
大
部
分
凡
ゆ
畠
種
煩
の
レ

y
ト

'll土
地
地
代
・
濁
占
地
代
・
建

物
及
ぴ
持
績
的
機
械
の
収
盆
ー
ー
を
も
併
せ
含
む
が
、
然
し
こ
れ
を
匝
別
す
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
他
一
胞
に
哨
吋
賃
料
跡
の
レ

y
ト
は
「
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
、
同
一
種
類
の
押
明
生
産
物
の
競
争
の
結
果
」
固
有
の
意
味
に
於
げ
畠
資

本
の
利
子
の
費
動
に
漸
次
迅
随
す
る
、
換
言
す
れ
ば
「
新
し
く
生
産
さ
れ
た
賃
料
財
は
鴻
代
と
し
て
生
産
費
の
上
に
恰
度
通
常
の
資
本
利
子
だ
げ

セ
利
金
す
品
に
相
遣
な
い
」
が
、
之
に
反
し
て
地
伐
は
、
仮
令
多
少
領
下
す
る
に
し
て
色
、
見
に
角
持
績
的
に
よ

h
高
い
水
準
に
落
着

t
。
ず
イ

タ
ぜ
ル
は
資
本
財
と
賃
料
財
と
を
厳
密
に
匝
別
し
た
げ
れ

E
色
、
亦
此
の
慰
に
於
で
賃
料
財
と
土
地
と
の
聞
に
若
干
の
相
違
が
存
す
る
と
い
ふ
事

貨
を
明
確
に
認
識
し
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
詮
意
し
な
げ
れ
ば
な
ら
向
。

恒
べ

l
ム
の
生
産
論
、
而
し
て
第
三
論
擦
の
基
本
命
題
は
低
迷
の
如
〈
、
「
時
聞
を
要
す
る
迂
回
生
産
の
貴
明
に

謹
帯
さ
れ
た
採
用
、
若
く
は
期
間
延
長
は
技
術
的
徐
剰
牧
盆
に
、
卸
ち
本
原
的
生
産
力
の
同
一
支
出
を
以
て
す
る

所
の
よ
ち
多
量
又
は
よ
り
良
質
の
生
産
物
の
獲
得
に
導
く
」
と
い
ふ
に
あ
る
。
此
の
「
純
粋
技
術
的
事
賞
」
、
「
充
分

に
確
認
さ
れ
た
る
経
験
的
法
則
」
は
生
産
の
時
間
的
編
成
を
明
か
に
し
、
従
っ
て
従
来
の
漠
然
た
り
し
「
資
本
の
生

産
力
」
な
石
概
念
は
事
に
現
は
れ
る
「
卒
均
的
生
産
期
間
」
な
る
概
念
に
依
っ
て
精
確
な
る
数
理
的
取
扱
ひ
を
受
げ

Geld7.ins， 5S. 122-123， 153-154・
Gelduns， S5. 153 _1 54 
Uber Wert， S. '40. 
Geldzins， S. 123・
Bohm・Bawerk，EXkUTSe zur ，. POS. Theor" 4te Auf!..， 19:1:I， S:. 2・
Pos. Theor.， S. 14・
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得
る
に
到
っ
た
。
帥
ち
「
各
箇
今
の
産
業
部
門
内
部
に
於
て
勢
働
の
生
産
力
、
例
へ
ば
或
る
捧
働
者
の
年
生
産
は
、

他
の
事
情
に
し
て
一
様
な
場
合
に
は
、
生
産
過
程
の
長
さ
の
幽
数

(町一=目

司
Z

ロ
r
t
o
ロ
門
】
凸
「
戸
山
口
問
問
色
町
田
可
『
O
己
E
W
-

zoロ印唱『。
N

司回目白)

で
め
る
、
然
志
そ
の
画
数
た
る
や
、
生
産
期
間
の
延
長
と
共
に
増
加
す
る
が
、
然
し
そ
れ
に
比

し
て
増
加
の
程
度
が
緩
漫
で
あ
り
、
従
っ
て
飴
剰
牧
盆
の
度
盛
表
官
庁

ω
E】
昌
弘
司
『
宮
。
一
】
『
2
5
m
=
宮
内
)

的
で
あ
る
如
き
画
数
で
あ
る
。
」

，
か
逓
減

然
る
に
此
の
迂
回
生
産
の
期
間
と
固
定
資
本
若
〈
は
賃
料
財
と
の
閥
係
に
闘
す
る
ゲ
ィ
グ
ぜ
Y
の
解
轄
に
は
注

回
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
先
づ
ヴ
ィ
グ
ザ

Y
は
自
由
資
本
と
投
資
資
本
と
の
比
例
が
平
均
的
生
産
期
間
に
他
な
ら

ぬ
こ
と
ぞ
明
言
す
み
。
費
本
を
自
由
資
本
金
印
刷
町
一

m
M
Pな
お
}
)
と
投
資
資
本
2
2
2
5
邑
ミ
月
間
岳
山
門
即
日
)

E

と

グ
オ
ザ
J

ス
に
初
ま
る
が
、
自
由
資
本
と
は
生
活
資
料
・
消
費
財
の
綿
和
を
指
す
も
の
で

に
直
別
す
る
こ
左
は
グ
エ

あ
っ
て
、
持
働
及
び
土
地
給
付
と
引
替
へ
に
資
本
家
よ
り
勢
働
者
・
地
主
に
前
貸
さ
る
る
資
本
部
分
で
あ
り
、
之

に
反
し
て
投
資
資
本
と
は
原
料
・
道
具
・
半
製
品
等
々
の
形
態
に
於
て
耐
労
働
・
土
地
給
付
が
貯
燕
・
固
定
化
さ
れ
た

る
資
本
部
分
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
投
資
資
本
が
「
生
産
期
間
の
長
さ
の
メ

Y
ク
マ

l
y
」
で
あ
る
。
投
資
資
本
が

多
げ
れ
ば
多
い
程
、
生
産
の
最
格
段
階
た
る
消
費
財
生
産
部
門
に
従
等
す
る
勢
働
者
数
は
蹴
少
す
る
が
、
然
し
そ

の
結
果
生
宇
る
で
あ
ら
う
完
成
財
数
量
は
、
生
産
期
間
短
〈
し
て
よ
り
多
数
の
接
働
者
を
使
用
す
る
場
合
に
比
し

て
よ
り
多
い
で
あ
ら
う
。
「
完
成
せ
る
消
費
財
の
生
産
は
、
努
働
人
口
及
び
困
土
一
定
せ
る
場
合
に
は
、
生
産
に
多

〈
の
費
本
が
使
用
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
換
言
す
れ
ば
平
均
的
生
産
期
聞
が
延
長
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
増
大
す

グ
イ
タ
ゼ
ル
の
自
然
別
子
論

第
三
十
九
会

五
六
九

第
凶
競

一一一一

Uber Wert， S. 90--91.命 Wic1田11は.ilE回生産の牧盆法lllJに関する LexiH
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新
イ
タ
ぜ
ル
の
自
然
利
子
論

五
七
O

第
三
十
九
巷

第
四
時
制

一
一
回

る17) 。
L 賃

料
財
と
平
均
生
産
期
間
と
の
闘
係
が
伎
上
の
如
〈
一
義
的
に
規
定
さ
れ
た
以
上
、
所
謂
「
迂
回
生
産
の
期
間

延
長
」
な
る
概
念
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
か
で
あ
る
。
私
見
を
以
て
す
れ
ば
.
ぞ
れ
は
ゲ
イ
ク
ゼ

Y
が
極
構
動

態
の
珊
論
に
在
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
認
め
に
所
の
、
「
国
有
の
意
味
に
於
り
る
資
本
の
賃
料
財
へ
の
輔
佐

官
出
〈

q
S口
良
ロ
ロ
間
口
山
町
内
山
市
山
門
巴
巾
日
一
日
M
m
z
m巾
『
巾
口
日
比
口
口
問
山
口
河
内
口
門
巾
口
m
p昨
日
円
)
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
「
去
の

時
ゃ
に
存
在
す
る
資
本
の
大
部
分
が
長
期
に
亘
っ
て
投
資

F
れ
る
こ

E
、
印
ち
賃
料
財
に
轄
化
す
る
こ
と
が
念
激

に
後
展
し
つ
つ
あ
る
国
民
経
済
の
?
?
プ
ト
メ
Y
ク
マ
1
Y
で
あ
ム
。
」
若
し
果
し
て
然

b
と
す
れ
ば
、
迂
回
生
産

ム
ベ

l
タ

l
の
解
稗
色
成
立
し
得
る
と

の
期
間
延
長
を
以
て
「
新
し
き
結
合
の
貫
現
」
の
一

つ
の
場
合
'
と
し
た
わ
二

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

品
同
ず
イ
タ
ぜ
ル
は
突
の
勤
に
於
て
平
均
的
生
産
期
間
な
る
概
念
を
修
正
し
て
ゐ
る
。
聞
も
現
貨
に
は
分
業
の
結
果
或
る
消
費
財
の
生
産
は
幾
う

も
の
経
俸
を
段
階
的
に
経
由
す
る
こ
と
を
要
す
る
が
、
彼
は
か
、
る
艦
帥
営
を
、
そ
れ
が
同
一
消
費
財
の
盆
産
に
向
げ
ら
れ

τゐ
る
限
り
、
凡
て
同

一
鱈
替
に
屈
す
る
と
看
徹
し
た
。
実
に
綾
上
の
加
〈
資
本
を
匿
別
し
賃
料
財
を
土
地
と
同
様
に
取
扱
川
町
。

真
に
亦
グ
ィ
ク
ゼ
Y
は
闘
民
経
済
の
資
本
(
狭
義
に
於
げ
る
)
の
線
和
は
、

ペ

1
ム
と
同
様
に
、
「
生
産
の
最
初
か
ら

準
備
さ
れ
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
誇
で
は
な
く
、
寧
ろ
唯
序
ム
ザ
に
支
排
は
れ
石
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
平
均
的
に
は
生

虫

産
物
完
成
前
一
定
期
間

F

例
へ
ば
生
産
の
半
分
の
期
間
)
に
消
費
き
れ
る
。
」
と
考
へ
、
平
均
的
投
資
期
間

Z
W
F
E
m
m

色
町
『
同
内
向
句

E-一口〈町田丘町
E
E
m
)
を
平
均
的
生
産
期
聞
か
ら
直
別
し
む
。
而
し
て
被
は
此
の
卒
均
的
投
資
期
聞
を
次
の

数
式
で
示
じ
て
ゐ
る
。

Uber Wert， S・92・
Uber W目 t，S. '40. 
Geldzins， S. "7・
日chumpeter，.Theor. d. w. Entw.呂田 243・
UI，er Wert， SS. 92-94 
Uber ¥Vert， S. 90倫 Vorwort，S. X， s. 96なE都!明。
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式
中
T
は
平
均
的
投
資
期
間
、

k
は
個
々
の
産
業
部
門
に
使
用
さ
れ
る
資
本
t
は
個
々
の
産
業
部
門
の
投
資
期
間
で
め
る
。
夏
に
個
h

の
産
業
部

門
の
投
資
期
聞
は
失
の
知
〈
に
し
て
計
算
さ
れ
る
。
今
と
w
h
三
経
俸
の
生
産
に
よ
っ
で
或
種
の
消
費
財
が
議
ら
れ
、

A

は
先
づ
第
一
年
度
に
機
械
を

つ
く
っ
て
B
に
費
b
、
B
は
此
の
機
械
含
色
っ
て
翌
年
原
料
を
つ
く
っ
て

C
に
貰
b
、
C
は
第
三
年
度
に
此
の
原
料
金
以
て
消
費
財
を
つ
〈
る
と
す

品
。
此
の
一
一
一
経
替
が
夫
均
支
一
抑
ム
労
賃
縛
衡
を
-
L
L
ω

を
以
て
、
そ
の
利
(
一
回

+Jtu)争
ー
を
以
て
表
は
せ
ば
、

ロ
「
+
同
一
閣
十

F

グ

ィ

グ

J
t
y
は
、

ペ
1
ム
に
な
ら
っ
て
、
平
均
的
投
資
期
聞
を
平
均
的
生
産
期
間
の
二
分
の
ア
と
し
て
式
を
樹

て
る
が
プ
然
し
必
や
し
ら
さ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
諜
は
な
く
、
油
常
に
定
め
ら
れ
ト
ル
分
数
で
め
る
こ

t
伊

自

ら

認
め
て
ゐ
る
。
然
色
彼
に
よ
れ
ば
此
の
分
数
ペ
彼
は
そ
れ
を
了
伊
泊
以
て
現
は
し
て
ゐ

ε・

6
亦
護
教
で
あ
る
か
ら
、
資
本
の

投
費
期
間
向
与
を
以
て
一
一
簡
の
務
教
と
考
へ
ょ
う
と
す
る
。

が
イ
タ
ぜ
ん
の
自
然
利
子
論

第
三
十
九
念

瓦
七

第
四
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一
一
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